
第４期中期⽬標期間の業務実績報告書（案）の概要
基 本 構 成

○ 評価指標の達成状況を中⼼とした様式に変更
→ 中期⽬標を達成するための全ての中期計画において、達成度を測るための評価指標が設定さ
れ、評価指標の達成状況に重点を置いた評価を⾏うことから、評価指標ごとの達成状況を記載
する様式に変更。

○ 記載項⽬の統合
→ 第３期までは業務運営の改善や財務内容の改善といった中期⽬標の項⽬ごとに特記事項欄
が設定されていたことから、中期計画ごとの実施状況と特記事項欄の記載が重複するケースが多
く⾒られた。このため、第４期からは特記事項欄を中期計画ごとの実施状況欄に統合する。また、
中期計画ごとの実施状況欄や全体的な状況欄の記載についても、評価指標の達成状況等のほ
かの項⽬との重複を避けるため、簡潔に記載する様式に変更。

○ ４年⽬終了時と６年⽬終了時評価に係る実績報告書の⼀体化
→ 第３期までは４年⽬終了時評価に５・６年⽬の実施予定を報告する様式としていたが、第４
期からは、５・６年⽬の実施予定欄と実績欄をあらじめ設定し、４年⽬終了時と６年⽬終了時
評価に係る実績報告書を⼀体化するように変更。このことにより、各法⼈が６年⽬終了時評価
に係る実績報告書を新たに作成する負担を軽減する。

○ 教育研究と業務運営に係る実績報告書の様式の統⼀
→ 第３期までは年度評価を実施していたことから、教育研究等の質の向上に係る実績報告書と
業務運営・財務内容等の状況に係る実績報告書の様式が異なっていたところ、第４期において
は、可能な限り実績報告書の様式を統⼀し、法⼈の評価作業の負担軽減を図るものとする。

○ その他の様式の変更
→ 第３期までは戦略性が⾼く意欲的な⽬標・計画や共通の観点の設定していたことから、その状
況を記載する様式としていたところ、第４期からはその項⽬⾃体を削除。⼀⽅、第４期から導⼊
した意欲的な評価指標については、評価指標の達成状況に◆マークを付す。

１．⼤学の概要
２．全体的な状況
３．項⽬別の状況
Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
（１）業務運営の改善及び効率化に関する⽬標①〜②
（２）財務内容の改善に関する⽬標
（３）⾃⼰点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に

関する⽬標
（４）その他業務運営に関する重要⽬標

Ⅱ ⼤学の教育研究等の質の向上
（１）その他の⽬標（附属病院・附属学校に関する⽬標）

４．中期計画別紙に係る事項（予算、施設・設備、
⼈事等）

５．別表（定員の未充⾜、超過の状況）

【参考】 第３期の業務実績報告書
１．⼤学の概要
２．全体的な状況
３．戦略性が⾼く意欲的な⽬標・計画の状況
４．項⽬別の状況
Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
（１）業務運営の改善及び効率化に関する⽬標①〜③

特記事項等
（２）財務内容の改善に関する⽬標①〜③

特記事項等
（３）⾃⼰点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に

関する⽬標①〜②
特記事項等

（４）その他業務運営に関する重要⽬標①〜⑤
特記事項等

Ⅱ ⼤学の教育研究等の質の向上
（１）その他の⽬標（附属病院・附属学校に関する⽬標）

特記事項等
５ 中期計画別紙に係る事項（予算、施設・設備、⼈事等）
６ 別表（定員の未充⾜、超過の状況）

第 ３ 期 か ら の 主 な 変 更 点

第３期まで ⇒ 年度評価を前提とした実績報告書の構成
第４期から ⇒ 評価指標の達成状況を中⼼とした実績報告書の構成
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